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七
日
、
市
民
会
館
で
、
十
日
町
市

地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
の
設
立
総

会
が
開
か
れ
、
地
下
水
の
適
正
利
用

の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
安
全
揚
水
量
を
．

超
え
て
取
水
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ

ち
こ
ち
で
発
生
し
て
い
る
地
下
水
障

害
に
対
応
す
る
た
め
、
　
一
人
一
人
の

利
害
を
こ
え
て
、
ひ
と
つ
の
土
俵
の

上
で
、
こ
れ
を
ど
う
食
い
止
め
、
ど

う
対
策
を
た
て
て
ゆ
く
か
を
考
え
て

ゆ
こ
う
と
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
深

井
戸
の
所
有
者
ぐ
る
み
で
地
下
水
の
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十
日
町
市
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
・

　
通
産
省
東
京
通
産
局
が
昭
和
五
十
五
年
に
行
っ
た
地
下
水
調
査
に
よ
る

と
、
市
街
地
で
は
す
で
に
、
消
雪
パ
イ
プ
の
井
戸
二
十
本
を
二
十
四
時
間

出
し
放
し
に
し
て
い
る
量
に
あ
た
る
三
万
二
千
ト
ン
も
の
量
が
過
剰
に
汲

み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
井
戸
は
年
々
深
く
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
消
雪
パ
イ
プ
の
水

も
で
な
く
な
り
、
工
業
用
の
深
井
戸
も
廃
抗
に
な
る
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
地

、
下
水
障
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
設
立
を
機
会
に
、
市
民
ぐ
る
み
で
の
地
下
水
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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鱒

欄響鰯

有
効
利
用
を
は
か
ろ
う
と
し
う
こ
の

種
の
協
議
会
は
、
長
岡
市
、
南
魚
六

個
町
に
続
い
て
県
内
で
は
三
番
目
で

す
。　

総
会
で
は
、
諸
里
市
長
を
会
長
に

選
出
し
、
今
年
度
事
業
と
し
て
、
①

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
で
の
節
水
の
呼

び
か
け
や
節
水
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、

②
降
雪
自
動
感
知
器
な
ど
の
取
付
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
の

励
、
③
節
水
監
視
体
制
の
シ
ス
テ
ム

研
究
、
④
地
下
水
の
水
位
観
測
な
ど

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
に
は
、
南
北
は
羽
根
川

か
ら
上
大
井
田
川
、
東
西
は
段
丘
す

そ
野
か
ら
信
濃
川
流
域
の
間
で
二
十

材
以
上
の
深
井
戸
の
所
有
者
が
対
象

と
な
り
、
七
日
ま
で
に
、
こ
の
間
に

あ
る
三
百
四
十
三
本
の
井
戸
の
う
ち

七
十
五
督
に
あ
た
る
二
百
五
十
七
本

の
所
有
者
が
加
入
申
込
み
を
し
て
い

ま
す
。

　
総
会
で
、
市
長
は
条
例
で
の
地
下

水
規
制
に
ふ
れ
「
市
で
は
、
市
民
の

合
意
を
得
た
上
で
許
可
制
や
届
け
出

制
な
ど
の
条
例
規
制
を
検
討
し
て
い

る
。
内
容
は
、
地
域
指
定
、
量
や
時

間
、
季
節
や
用
途
別
の
規
制
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
も
こ
の
協
議
会
で
十
分
知
恵
を
出

し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
、
新
潟
大
学

積
雪
地
域
災
害
研
究
セ
ン
タ
：
の
青

木
滋
教
授
は
「
十
日
町
市
の
地
下
水

は
病
気
が
進
行
し
て
い
る
途
中
で
あ

り
、
重
病
に
な
る
前
に
、
地
下
水
の

人
工
か
ん
養
や
揚
水
規
制
な
ど
、
地

元
の
人
達
が
知
恵
を
出
し
あ
い
、
行

政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
、
対

策
を
た
て
て
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け

8年間で11mも地下水位が低下
　　　　　一河内公園観測井一

　河内公園（川治公民館裏）での地下水水位観測によると、48

年2月の平均で152m（海ばっ）あった地下水が56年2月には141

mになり、8年間で11mも地下水位が下がっています。
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て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
の
設
立
を
受
け
て
、

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
の
抜

本
的
な
地
下
水
対
策
が
ス
タ
i
ト
し

ま
す
。

　
地
下
水
は
優
れ
た
地
下
資
源
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
地
下
水
も
無
限
に
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
無
計
画
な
過
剰

汲
み
上
げ
は
、
地
下
水
を
枯
渇
さ
せ
、

井
戸
の
相
互
干
渉
を
起
し
、
使
用
不

能
に
し
地
盤
沈
下
や
汚
染
、
酸
欠
な

ど
の
へ
い
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
地

下
水
障
害
は
投
資
効
率
を
著
し
く
低

下
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
回

復
の
た
め
に
は
極
め
て
高
価
な
代
償
、

を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
三
十
三
年

に
消
雪
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
が

最
初
で
あ
り
、
一
日
約
六
十
ト
ン
が

汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

四
十
年
代
中
ば
で
四
万
ト
ン
と
増
大

し
、
五
十
四
年
に
は
、
四
三
六
本
の

井
戸
か
ら
十
一
三
、
二
〇
〇
ト
ン
も

の
水
が
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
下
水
は
、
降
水
や
地
表
水
に
よ

っ
て
か
ん
養
さ
れ
る
範
囲
（
安
全
揚

水
量
）
で
あ
れ
ば
、
無
限
に
利
用
で

き
る
資
源
で
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
通
産
省
東
京
通

産
局
の
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
十

日
町
市
街
地
の
冬
期
間
の
安
全
揚
水

量
は
三
七
、
四
〇
〇
ト
ン
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
実
際
に
汲
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
水
は
六
九
、
五
〇
〇
ト
ン
に

達
し
、
す
で
に
一
日
あ
た
り
三
二
、

一
〇
〇
ト
ン
も
の
量
が
過
剰
に
汲
み

あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
三
二
、
　
一
〇
〇
ト
ン
の

水
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
井
戸
約
二
十

本
を
二
十
四
時
聞
出
し
放
し
に
し
て

い
る
量
に
あ
た
る
ぼ
う
大
な
も
の
で

す
。
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井
戸
は
下
に
さ
ら
に
深
＜

　
十
日
町
地
区
で
掘
ら
れ
た
井
戸
の

年
度
別
平
均
深
度
を
み
て
み
る
と
、
昭

和
四
十
年
代
前
半
で
は
平
均
六
十
材

位
だ
っ
た
の
が
相
互
に
干
渉
し
て
揚

水
し
て
い
る
た
め
に
年
々
深
く
な
り

五
十
五
年
に
は
平
均
で
百
七
十
材
を

超
え
て
い
ま
す
．
現
在
二
百
五
十
ミ
リ

屑
の
口
径
の
井
戸
を
百
五
十
屑
掘
る

年別井戸堀さく状況

場
合
の
一
材
当
り
の
掘
さ
く
単
価
が

約
六
万
円
で
す
か
ら
、
昭
和
四
十
年
代

前
半
と
現
在
の
設
備
投
資
額
を
単
純

に
比
較
す
る
と
、
約
百
十
屑
も
深
く

掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、

一
本
当
り
七
百
万
円
も
の
余
分
な
設

備
投
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　地区
堀さく年 十日町 市内合計

十日町地区

平均深度

昭和36年 1　本 1　本150m
37 1 1 130

38 1
39 1 1 66

40 5 11 107．7

41 4 7 63

42 1 5 52

43 24（13） 43（30） 61．7

44 16（2） 33（10）
72．4

45 18（4） 43（12） 81．5

46 9（3） 24（6） 117．2

47 10（2） 32（7）
101

48 7（5） 25（8） 92．9

49 9（6） 30（9） 102．2

50 11（3） 33（8） 135．4

51 7 20（5） 104

52 17（7） 44（20） 130

53 3（2） 19（10〉 133．3

54 7（7） 19（16） 145．7

55 13（9） 31（20） 178．8

56 7（3） 18（9） 171

計 171（66） 441（170）

　
　
　
　
　
※
水
道
用
水
の
井
戸
数
は
入
っ
て
い
な
い
。
※
（
　
）
内
は
、
公
共
消
雪
パ
イ
プ
用
井
戸
の
内
数
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客
　
飲
料
水
も

8
◎
　
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い

　
十
日
町
市
の
飲
料
水
は
、
上
水
道

簡
易
水
道
を
含
め
、
ほ
ぼ
百
都
地
下

水
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
市
の
給
水
能
力
は
約
二
万

五
千
ト
ン
で
す
が
、
五
十
六
年
の
冬

期
と
夏
期
を
比
較
し
て
み
る
と
夏
期

は
一
月
に
一
万
五
千
ト
ン
を
給
水
し

て
も
ま
だ
一
万
ト
ン
も
の
余
力
が
あ

り
ま
す
が
、
冬
期
は
地
下
水
の
減
少

の
た
め
施
設
の
能
力
だ
け
汲
み
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
下
水
の
取
水

可
能
量
が
一
万
五
千
ト
ン
に
落
ち
る

た
め
に
一
日
の
給
水
量
を
や
っ
と
ま

か
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
冬
期
間

の
取
水
量
に
あ
わ
せ
る
た
め
余
分
な

設
備
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
来
年
五
月
に
は
下
水
道
事
業
も
供

凧
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
新
た
な
水

需
要
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の

供
給
量
は
冬
期
間
に
お
い
て
は
す
で

に
限
界
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
重
大

な
障
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
地
下
水
環
境
の
改
善
を
計
る
こ

と
が
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

工
業
用
水
な
ど
に
も
障
害
が

嚢
撒
驚

　
昭
和
五
十
三
年
に
市
が
行
っ
た
深

井
戸
調
査
に
よ
る
と
、
消
雪
パ
イ
プ

以
外
に
も
、
井
戸
の
水
が
出
な
く
な

っ
て
廃
抗
に
し
た
も
の
や
冬
期
間
に

枯
れ
て
汲
み
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た

井
戸
が
約
四
十
本
も
あ
り
ま
す
。
五

十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
堀
さ
く
し
た

井
戸
に
す
ら
障
害
が
で
て
お
り
、
多

額
な
設
備
投
資
が
無
駄
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
市
の
工
業
用
水
の
ほ
と
ん

芝
が
地
下
水
に
依
存
し
て
お
り
、
良

質
の
水
を
大
量
に
必
要
と
す
る
織
物

業
界
で
は
、
長
び
く
不
況
と
あ
い
ま

　
　
　
ぺ

っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
業
用
水
の
安
定
供
給
に
不
安
が

あ
っ
て
も
、
現
状
に
お
い
て
は
上
水

道
へ
の
転
換
も
含
め
、
水
源
転
換
は

不
可
能
で
あ
り
、
供
給
障
害
が
更
に

拡
大
す
る
と
す
れ
ば
、
地
場
産
業
に

与
え
る
影
響
は
極
め
て
深
刻
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

深井戸（20m以上）障害の状況（s53年調査から抜粋）

地　区　名 堀さく年 深度 障　害　の　状　況

十日町北部地区 S50 120m 冬期間水位低下

川治北部地区 S40 100m S49から水枯れで休止

新　座　地　区 S41 101m 1～2月は水が出ない
新　座　地　区 S49 120m S50から冬期間水位低下
十日町西部地区 S35 100m S53　冬期間水枯れで使用不可能
十日町病院周辺地区 S43 75m 冬期間水枯れ

十日町西部地区 S45 100m 冬期間水位低下

ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
§
り
§
り
§
り
き
り
§
り
§
り
§
リ
ミ
ミ
リ
§
り
§
り
§
リ
ミ
ミ
リ
塾
ミ
リ
ミ
リ
≒
ミ
リ
き
リ
ミ
リ
き
り
§
リ
ミ
ミ
リ
妻
ミ
リ
§
リ
ミ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
§
リ
ミ
h
ヲ
ミ
ミ
〕
§
り
§
り
き
り
§
り
§
り
塾
ミ
サ
き
』

消
雪
パ
イ
ブ
の

水
が
で
な
い

　
国
、
県
、
市
道
に
は
現
在
百
七
十

本
の
井
戸
が
掘
ら
れ
、
約
四
十
キ
。
眉

の
道
路
確
保
に
威
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
消
雪
パ
イ
プ

も
五
六
豪
雪
時
に
は
市
街
地
の
市
道

で
二
十
本
、
国
、
県
道
で
四
本
の
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
出
が
悪
く
な

っ
た
り
し
て
何
千
万
円
も
の
投
資
を

し
た
克
雪
の
最
大
の
武
器
が
機
能
し

な
く
な
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

消雪パイプ機能障害状況
　　　　　　　　　　　　　　（昭和56年冬）

〈市　道〉

路　　線　　名 地区名 障害状況
水野町川原町線 水野町 水が出ない
川治昭和町線 昭和町 〃

加賀糸屋町線 加賀糸屋町 〃

稲荷町川原町線 田中町本通り 〃

諏訪町1号線 諏訪町 〃

田中町1号線 本町5丁目 水量が減少した
北新田高山線 高山 水が出ない
神明町西寺町線 西寺町 〃

稲荷町川原町線 田中町本通り 〃

学校町川原町線 学校町 水量が減少した
宇都宮2、4号線 本町6丁目1 〃

下川原町1号線 下川原町 一部出ない

下川原1、2、3号線 〃 〃

稲荷町川原町線 稲荷町 〃

北新田高山線　， 高山 水が出ない
稲荷町川原町線 稲荷町本通り 〃

諏訪町田中町線 神明町 水量が減少した
北高山2号線 高山第3 水が出ない

本町西1丁目2号線 本町西1丁目 〃

高田町3丁目東線 高田町3東 〃

購 購闇縦トi網“丁罰
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～
総
合
整
備
対
策
室
を
設
置
し
て
～

…
　
市
で
は
、
農
村
地
域
の
環
境
整
備
を
総
合
的
に
図
る
た
め
、
農
村
総
合
…

…
整
備
事
業
を
導
入
し
ま
す
が
、
・
て
の
た
め
四
月
一
日
か
ら
「
農
村
総
合
整
…

…
備
対
策
室
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
こ
の
事
業
は
、
十
日
町
市
の
農
村
地
域
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
総
合
的
に
…

㎜
整
備
し
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
あ
り
、
今
年
中
に
全
体
構
想
を
「
農
村
㎜

…
総
合
整
備
計
画
書
」
と
し
て
ま
と
め
国
土
庁
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
…

…
り
ま
し
た
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
…

…
　
五
十
八
年
度
に
は
、
こ
の
総
合
整
備
計
画
の
中
か
ら
「
モ
デ
ル
」
と
し
…

…
て
い
く
つ
か
の
事
業
を
選
定
し
、
こ
の
実
施
計
画
を
立
て
、
こ
れ
を
農
林
…

…
水
産
省
が
採
択
決
定
す
る
と
五
十
九
年
度
か
ら
一
部
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
…

…
る
こ
と
に
な
り
ま
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
施
設
整
備
、
農
道
整
備
、
農
用
地

　
整
備
計
画
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
。
農
用
地
の
改
良
保
全
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
農
村
環
境
整
備

　
　
　
　
　
）

　
一
口
に
言
・
て
「
農
業
を
生
活
基

盤
に
し
た
地
域
を
豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
に
し
て
い
く
」
計
画
樹
立
で
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は

一
、
農
業
生
産
基
盤
整
備

　
小
規
模
圃
場
整
備
、
農
業
用
用
排

　
農
業
集
落
道
整
備
、
同
排
水
施
設

整
備
、
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
、

集
落
防
火
安
全
施
設
整
備
、
農
村
公

園
緑
地
整
備
．

三
、
農
村
環
境
施
設
整
備

　
農
業
集
落
環
境
管
理
施
設
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
i
、
農
村
公
園
施

一
〉
＝
〉
3
、
ム
〉
富
〉
顧
下
菖
〉
＝
〉
＝
〉
一
一
〉
一
－
〉
＝
〉
－
甲
〉
＝
〉
3
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
曹
一
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
；
〉
＝
〉
3
〉
＝
〉
3
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
曹
一
〉
一
一
〉
＝
〉
一
甲
〉
一
一
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
＝
〉
一
一
〉
一

県
知
事
．
選
鞠
票
結
果

　
当
　
君
　
健
男
　
　
自
現

　
　
　
　
七
二
三
、
八
五
三
票
　

（
一
六
、
一
三
四
票
）

　
次
　
坂
上
と
み
お
　
無
新

　
　
　
　
四
五
五
、
七
四
〇
票
　

（
一
〇
、
四
〇
五
票
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
（
）
は
十
日
町
市
分
～

　
　
十
日
町
市
選
挙
結
果

　
当
日
有
権
者
数
　
三
四
、
二
四
九
　
　
投
票
者
数
　
二
六
、
八
五
一

　
棄
権
者
数
　
七
、
八
九
八
　
　
投
票
率
　
七
八
・
四
●
％

設
整
備
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
各
種
事
業
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
落
の
意
向
を
基
に
し
て
「
農

村
総
合
整
備
計
画
書
」
に
ま
と
め
ま

ず
。　

農
村
総
合
整
備

　
　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業

　
こ
の
総
合
整
備
計
画
の
中
か
ら
、

『
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
択
し
た

事
業
の
実
施
計
画
を
立
て
、
実
施
に

移
し
ま
す
。
「
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施

で
き
る
地
域
は
、
す
で
に
圃
場
整
備

が
完
了
し
て
い
る
か
、
現
在
準
備
中
、

ま
た
は
計
画
中
で
近
い
将
来
圃
場
整

備
が
完
了
す
る
と
こ
ろ
が
主
体
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
量
は
、
事
業
費
枠
が
、
お
お

む
ね
十
五
億
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
当
初
計
画
は
こ
の
範
囲
の
計

画
に
な
り
ま
す
。

　
計
画
樹
立
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
現
在
の
農
村
の
中
に
は
、
家
や
集

落
を
と
り
ま
く
環
境
の
問
題
や
農
業

生
産
上
の
問
題
な
ど
が
内
在
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
集
落
や
地

域
ご
と
に
ど
う
改
善
し
整
備
す
る
か

を
考
え
、
話
し
合
い
の
中
か
ら
、
具

体
的
な
方
策
を
見
つ
け
出
し
て
く
だ

さ
い
。
市
で
は
、
各
地
域
か
ら
の
要

望
な
ど
を
参
考
に
計
画
を
策
定
し
ま

す
が
、
若
者
を
定
着
さ
せ
、
雪
に
克

つ
「
む
ら
」
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
市

の
共
同
作
業
で
実
現
さ
せ
る
事
業
で

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
農
村
総
合
整
備
対
策
室
で

は
、
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
交
え

た
懇
談
会
を
各
地
区
ご
と
に
実
施
す

る
予
定
で
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
地
区
広
聴
会
は
、

各
地
域
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
と
も
考
え

て
い
ま
す
の
で
活
発
な
、
こ
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
．

交通安全5目のキャンペーン

～自転車・原付自転車は

正しく安全に乗りましょう～

　手軽で便利な乗りものとして自転車、原付自転

車σ）利用者が増え、それにつれて交通事故も増加

しています。自転車も車輔です。ノレールを守って

乗りましょう．

　毎月10日は交通安全家庭の日です。家族全員で

交通安全について話し合いましょう。

4月中の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
十日町市 4 O 4
川西町 3 1 2
津南町 2 0 2
中里村 0 0 O
郡市計 9 1 8

　
　
緑
の
大
敵
．
灰
メ
ジ
掴
、

　
　
　
，
早
期
発
見
謹

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
成
虫
は

白
い
「
ガ
」
で
す
。
幼
虫
は
ヶ
ム
シ

で
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
な
ど
の
葉
を
食

い
荒
し
ま
す
。
発
生
は
年
に
二
回
で

幼
虫
の
出
る
時
期
は
次
の
よ
う
で
す
。

第
一
世
代
幼
虫
期
　
六
月
上
旬
～
七

月
上
旬

早
期
防
除
を」

第
二
世
代
幼
虫
期
　
八
月
上
旬
～
九

月
上
旬

防
除
は
市
農
協

市
農
業
共
済
組
合
で
も

　
防
除
は
、
市
農
協
、
市
農
業
共
済

組
合
で
も
し
て
く
れ
ま
す
。
一
週
間

位
前
に
、
日
程
な
ど
の
打
合
せ
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
留
意
事
項

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二

～
三
町
内
ま
と
ま
っ
て
責
任
者
を
決

め
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

三
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
缶

位
の
大
き
さ
の
容
器
に
水
を
満
し
て

二
～
三
本
用
意
し
て
く
だ
さ
い
．

四
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
ま
す
。

　
機
械
使
用
料

　
一
時
間
当
り
、
機
械
の
み
の
場
合

四
千
円
、
機
械
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付

の
場
合
八
千
円
。

　
防
除
機
を

　
　
　
　
無
料
で
貸
出

　
市
で
は
、
ア
メ
シ
・
専
用
の
防
除

機
と
高
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
無
料
で
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
対
象
者

　
市
政
事
務
嘱
託
員
か
各
事
業
所
責

任
者
で
す
。
防
除
は
町
内
や
部
落
全

体
で
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
原
則
と
し
て
個
人
貸
し
出

し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
貸
し
出
し
方
法

　
貸
し
出
し
を
希
望
す
る
人
は
、
市

政
事
務
嘱
託
員
か
各
事
業
所
責
任
者

を
通
じ
、
市
農
林
課
へ
申
し
込
み
、

使
用
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
貸
し
出
し
の
二
～

三
日
前
に
申
込
み
、
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
防
除
日
程
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な

ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善
や
近
代

化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め

つ
ぎ
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

　
借
入
ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大

光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工

課
（
恋
七
i
三
一
一
一
番
内
線
二
六

六
．
二
四
四
）
市
商
工
会
議
所
（
E

七
－
五
一
一
一
番
）
水
沢
商
工
会

（
E
八
i
三
〇
三
五
番
）
へ
。

　
な
お
貸
付
利
率
は
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

（
纏
罐
即
額
）

三
力
年
以
内

年
　
六
・
八
五
％

五
力
年
以
内

年
　
七
∴
○
％

五
力
年
超

年
　
七
・
三
五
％

五
力
年
以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

（
勢
劔
内
裾
）

運
転
資
金
四
〇
〇
万
円
以
内

四
力
年
以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

大
型
店
対
策
資

金

七
〇
〇
万
円
以
内

（
纏
纏
即
額
）

七
力
年
以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

窮
餌
内
裾
）

商
店
街
等
近
代

化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

（
纏
膿
即
額
）

六
力
年
以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

・
躰
鮒
塞

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
、
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

運
転
資
金
三
五
〇
万
円
以
内

年
六
・
八
五
％

（
信
保
付

　
　
六
・
三
五
％
）

三
力
年
以
内

三
ヵ
且
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
市
で
は
、
勤
労
者
の
住

一
宅
建
設
促
進
の
た
め
、
市

・
の
預
託
金
と
労
働
金
庫
の

㎜
資
金
を
源
資
と
し
た
低
利

の
融
資
制
度
を
設
け
て
い

一
ま
す
。

一
資
格
　
ω
現
在
ま
で
二
年

以
上
継
続
し
て
十
日
町
市

民
で
あ
る
こ
と
。

＠
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人

資
金
の
用
途
　
市
内
に
本

人
が
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
新
築
、
増
改
築
ま
た
は
住
宅
を

購
入
す
る
た
め
の
資
金
（
土
地
だ
け

購
入
す
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

借
入
金
額
　
十
万
円
き
ざ
み
で
、
百

万
円
～
三
百
万
円

受
付
期
間
　
総
資
金
わ
く
に
達
す
る

ま
で
（
受
付
中
）

申
込
方
法
　
●
住
宅
資
金
借
入
申
込

書
●
住
民
票
●
土
地
建
物
の
登
記
簿

謄
本
各
一
通
を
所
属
組
合
を
経
由
し

て
労
金
へ
。

貸
出
金
利
・
返
済
方
法
　
金
利
は
年

七
・
三
〇
％
、
返
済
期
間
は
、
五
、

十
、
十
五
年
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

も
可
）
、
五
年
返
済
は
無
担
保
。
十

年
、
十
五
年
返
済
は
、
該
当
不
動
産

を
担
保
に
。

　
な
お
、
所
属
組
合
が
な
い
勤
労
者

も
利
用
可
能
で
す
。
労
金
に
相
談
を
。

＊中小企業設備近代化資金小規模企業設備貸与

対
象
　
一
二
年
以
上
同
一
事

業
を
営
む
中
小
企
業
者
で

設
備
は
新
品
で
千
五
百
万

円
以
下
の
も
の
（
設
備
資

金
の
五
十
％
を
貸
付
）

貸
付
利
率
・
返
済
　
無
利

子
。
一
年
据
置
で
四
年
均

等
返
済
、
保
証
人
⑥
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

対
象
　
二
年
以
上
同
一
事

業
を
営
む
中
小
企
業
者
で

設
備
は
新
品
で
二
千
万
円

以
下
（
公
社
が
譲
渡
す
る
）

貸
与
損
料
　
年
五
％

返
済
方
法
　
一
年
据
置
き

四
年
半
均
等
返
済
、
保
証

人
ω
必
要

　
※
申
込
み
方
法
は
、
毎
月
二
十
日

ま
で
に
申
請
書
を
市
商
工
課
に
提
出
。

な
お
詳
細
は
同
課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

受
付
期
間
　
五
月
三
十
一
日
側
ま
で

選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

り
行
い
ま
す
。

申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

関
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
（
盈
〇
二
七
二
－
三
二

－
六
六
五
五
番
）
ま
た
は
、
お
近
ぐ
、

の
業
務
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

移
動
労
働
相
談
所
開
設

★
毎
月
二
十
日
（
土
・
日
曜
日
に

あ
た
る
場
合
は
翌
週
の
日
曜
日
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

★
市
役
所
高
齢
者
相
談
室
に
て

★
相
談
は
無
料
で
す
。

★
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
．

ト
ド
に
シ
お
き
き
に
ヒ
ヒ
ド
ヒ
ド
レ
ド
レ
ド
ド
き
ド
に
レ
ヒ
レ
セ
レ
ヒ
ド
し
ド
ト

革“霧灘皿
饗
灘

鵡““島““鵡“結鵡“払革“払
五
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
あ
お
嬢
さ

4
ん
は
、
三
十
五
年
五
月
生
ま
れ
の
遠

“
田
利
枝
子
さ
ん
・
滝
文
工
業
で
手
描

鵡“
き
を
し
て
い
ま
す
。

島
　
遠
田
さ
ん
の
誕
生
色
は
「
は
つ
こ

世
あ
ざ
み
（
初
恋
葡
）
」
風
薫
る
五

“革
月
の
空
に
映
え
る
清
楚
な
あ
ざ
み
の

“
深
い
紫
と
、
高
貴
な
美
し
さ
を
も
つ

諒
ざ
や
か
な
菖
蒲
の
色
で
す
・

払“
　
き
も
の
は
時
々
着
ま
す
．
結
婚
式
、

μ
成
人
式
、
き
も
の
ま
つ
り
、
最
近
着

善払
た
の
が
十
日
町
特
集
の
「
n
P
M
」
．

“
　
「
T
N
N
の
ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
た
ら

革
全
日
本
き
も
の
の
女
王
だ
と
か
準
女

革革
王
だ
と
か
き
れ
い
な
人
ば
か
り
い
て

傘
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
私
は
引
き
立

革
て
役
で
」
と
謙
そ
ん
し
ま
す
が
・
誕

紬鵡
生
色
を
着
る
十
二
人
の
モ
デ
ル
の
一

革
人
と
し
て
出
演
し
て
い
た
の
で
す
。

“
好
き
な
色
は
「
白
」
・
力
了
占

“鵡
い
に
よ
る
と
白
の
好
き
な
人
は
「
清

“
潔
で
正
義
感
が
強
く
、
落
ち
つ
き
が

ず
り
・
理
屈
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
ゑ
る

“ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

轟
一
ス
　
シ
リ
ー
ズ
恥
5

カ
ラ
8
の
お
嬢
ε
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
）
E
）
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
葡
L
町
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
恋
p
上
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
れ
初
R
治
　
町

　
　
　
　
　
　
　
ま
講
㌍

　
　
　
　
　
　
　
生
ざ
E
さ
　
實

　
　
　
　
鎌
論
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
D
遠
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宵

が
、
人
に
は
親
切
で
誰
か
ら
も
信
頼
宥

さ
れ
る
人
」
と
あ
り
ま
す
。
「
こ
れ
、
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃

あ
ん
ま
り
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

落
ち
つ
き
が
な
い
ん
で
す
。
友
達
は
、
宥

話
す
と
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
か
ら
黙
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ぞ
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ぞ
。
5

ぎ
や
か
な
の
が
好
き
な
ん
で
す
」
　
宥

　
「
今
、
恋
人
募
集
中
な
ん
で
す
」
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

パ
ッ
と
合
っ
た
瞬
間
に
何
か
を
感
じ
容

る
よ
う
な
人
で
、
冷
た
そ
う
な
ム
i
官

ド
の
中
に
西
田
敏
行
風
な
ぺ
ー
ソ
ス
官

、
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

が
あ
、
て
、
優
し
く
抱
擁
力
が
あ
っ
宥

て
、
私
よ
り
背
が
高
く
て
…
」
。
　
　
實

現
在
・
青
年
学
級
の
料
理
〒
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

に
通
っ
て
い
ま
す
。
「
本
当
は
焼
物
コ
宥

i
ス
を
選
び
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

下
と
親
元
に
い
て
外
に
で
た
こ
ま

が
な
い
か
ら
料
理
の
勉
強
も
し
て
お
野

こ
う
と
思
っ
て
Q
」
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冑

　
両
親
の
大
き
な
愛
情
に
つ
つ
ま
れ
η

て
、
温
か
な
家
庭
で
大
ら
か
に
成
長
官

し
、
初
恋
あ
ざ
み
の
初
々
し
さ
を
失
宥

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
η

し
な
わ
な
し
お
嬢
さ
ん
で
し
た
。
　
官

斗
≦
斗
斗
⇒
斗
4
≦
⇒
≦
4
4
⇒
4
斗
斗
斗
斗
4
⇒
斗
≦
斗
斗
4
畦
イ
「

ili儲
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雛

⇒

繋襯　　　　　癩囎鯵螂難獄

　撚

　羅『選『局

〈工務係〉内線246・247

0水道拡張、改良計画、

工事

○給水工事の施行、取締

o指定工事業者

〈事務係〉内線245

0水道新設工事の申込み

o水道の検針、水道料金

の徴収

○メーターの検査、取替

〈浄配水係〉2－2959

0取水および送配水施設

水源地、配水池の維持

管理（市内内島）

　　　　　　建設部建設課〈都市計画公園係〉
　　　　　　〈用地係〉内線254　　　〈建築住宅係〉
　　内線289
　　　　　　0市有財産（道水路）　　　内線250
0街路事業、区画
　　　　　　　の取得管理　　　　○整理事業
　　　　　　○道路・河川占用願　　〈土木係〉
○都市計画
　　　　　　O国有財産の用途変　　内線253　0
0児童遊園地、公
　　　　　　　更払下げ園、都市公園　　　　　　　　　　・
〈維持管理係〉〈下水処理センター〉建言斐部盤羅灘

口

小会議室

市　長　室

内線251　　内線260処理セ

　○　　ンターの管理

○道路、橋梁、河川維持管理

○道路除雪

○消雪施設の設計、維持管理

○土木災害の復旧

○克雪、防雪センター

照』　鱗、、『　　
糠　　　　　　 　醐欄鰻鱒鰹騨慧議籔

　　　　　　　建設
　　　　　　　部長

　〈事業係〉内線258

　0公共下水道の事業計

日　画、施設の建設
　〈管理係〉内線257

　0公共下水道事業の促進

　受益者負担金

設　計　室

助　役　室

総務部総雛諜

〈行政係〉内線234

0市政事務嘱託員

○市議会の招集、議案の

作成　○防災対策

o庁舎管理　o文書全般

〈企画広報係〉

内線235・236

0市行政の総合企画、調

査○コミュニテイ

○国勢調査など統計全般

○市報　○市民と語る日

o地下水　○北越北線

〈人事秘書係〉

○市長秘書

○職員採用など人事全般

コ　ピー室

電話交換室

※①農村総合整備対策室

○農業生産基盤整備等の計画樹立

※②事務改善室

o行政事務見直し合理化等

※③農業委員会事務局

○優良農地の確保、有効利用

o農地紛争の和解、仲介

o農業後継者対策

タイプ室

総務部　購載諜

〉
3
8
0
庁
用
物
品
、
原
材
料
の
購
入

系
2

蜘
鉱
　
契
約
　
○
地
方
交
付
税

礫
健
雛
工
縁
各
種
委
託
軸

〉
　
　
○
土
地
開
発
公
社

系
9

離
．
閣
憧
鞍
購
保
存

　
　
○
市
有
財
産
（
道
・
水
路
除
く
）
の
取

　経済部　繭遷諜．

　　〈工業労政係〉内線266

　0織物産業等の振興

　○工場立地、工場再配置

　　計画
　○労政及び雇用

　○運輸通信の改善

　　〈商業観光係〉内線244

　0商業振興の助長
　o中小企業の金融

　○観光　o特産の販路拡

　　張、紹介宣伝

　農糧総嚢整騰懸策驚

　※①内線240
議務改善塞　農嚢叢務局

※②内線243　※③内線261

○市有建築物の調査、設計、施

行、維持管理

○公営住宅

○建築申請、指導

。優良宅地、宅地認定

o住宅供給公社委託事務

○道路、橋梁の新設

○河川提防

○市有土木施設の調査、設計、

施行

57年度重点投資事業

総務課
●庁舎改造工事

●地域集会施設恥成事業1ヵ所

　（旭ケ丘〉

●コモ市青少年派遣補助

商工課
○地場産業振興ケンター建設補

助

Qおもいで事業

o誕生色宣伝事業補助

o雪まつり、観光協会委託料

○商業近代化事業預託金

事務改善室

●電算委託（住民情報〉

農村総合整備対策室

●農村総合整備計画策定

建設課
●道路台帳整備

●特4舗装（2路線）

●道路改良、舗装

●消雪パイプ工事（5路線〉

○除雪ドーザ、小型圧雪用雪上車

●除雪費、防雪施設

●橋梁（2橋〉

●河川改修

●街路事業（4路線）

●落石防止

●流雪溝整備（5路線）

●公園（総合公園、上原）

下水道課
●終末処理場建設、管渠の布設

水道局
●六箇地区簡易水道新設

●北原地区水源試堀
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市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
重
度
障
害

者
巡
回
相
談
員
制
度
を
設
け
、
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
重
度
障
害
者
の
家
庭
を

訪
問
し
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
の
り
、
少
し
で
も
悩

み
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と
い
う
も

の
で
、
計
画
的
に
市
内
の
重
度
障
害

者
の
家
庭
を
巡
回
訪
問
し
、
昨
年
度

は
、
約
二
百
件
の
相
談
を
受
け
ま
し

懸
石沢正二郎
　　　　　（57歳）

た
。　

相
談
員
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
石
沢
正
二
郎
さ
ん
と
、
新
し
く
関

口
美
枝
さ
ん
（
水
落
律
子
さ
ん
の
代

わ
り
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
関
口
さ
ん
は
、
重
度
障
害
児
施
設

「
つ
く
し
園
」
の
設
立
に
貢
献
さ
れ

た
人
で
す
。

　
訪
問
を
受
け
た
際
は
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
．
い
。

関ロ　美枝
　　　（35歳）

　　’山火事の発生しやすい時期

　　　　注意しましょう☆

　自然は私達みんなの貴重な財産で

す。この大切な財産を、一瞬のうち

に灰にしてしまう火の取扱いにはお
互いに気をっけましょう。

●タバコの投げすてはやめましょう

●タバマは消えたことを確かめてか

　ら処理してください

●焚火中はそばを離れないでくださ
　し、

●焚火をするときは気象や周囲を考

　えてください

●焚火は消火を確認し、後始末を完

　全にしてください

　　　　　　　　〈六日町営林署〉一

危険物取扱者講習会

　
今
年
度
第
一
回
目
の

危
険
物
取
扱
者
講
習
会

（
甲
、
乙
、
丙
種
危
険

物
取
扱
者
保
安
講
習
）

が
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

対
象
　
消
防
法
第
十
三

条
の
五
の
規
定
に
よ
り

製
造
業
、
貯
蔵
所
、
ま
た

は
取
扱
所
に
お
い
て
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
す
る
人
及
び
現
に
取
、

扱
作
業
に
従
事
し
な
い

が
受
講
を
希
望
す
る
危

険
物
取
扱
者
で
す
。

受
講
の
義
務
　
川
製
造
所
等
に
お
い

て
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た
目
か
ら
一
年
以
内
に
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
図
製
造

所
等
に
お
い
て
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
っ
た
日
前
四
年
以
内
に

免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は

交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
講
習
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
圖
講

習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講
習

を
受
け
た
目
か
ら
五
年
以
内
に
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
時
（
会
場
）

　
六
月
三
日
　
小
千
谷
市
民
会
館

検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か

　
窃
盗
と
か
、
傷
害
ま
た
は
交
通
事
故

な
ど
の
犯
罪
に
よ
っ
て
、
被
害
を
受

け
て
警
察
や
検
察
庁
に
告
訴
し
た
が

検
察
官
が
・
て
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
ぐ
れ
な
い
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処

分
」
と
い
い
ま
す
。
）
の
で
、
ど
う

も
納
得
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な

と
き
は
、
検
察
審
査
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
申
立
て
に
は
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十

一
人
の
審
査
員
が
、
そ
の
事
件
を
よ

く
調
査
し
、
検
察
官
の
裁
判
に
か
け

な
か
っ
た
処
分
が
正
し
い
か
、
ど
う

か
を
判
断
し
、
そ
の
結
果
を
検
察
官

を
監
督
す
る
検
事
正
に
申
し
入
れ
ま

す
。　

検
察
審
査
会
が
裁
判
に
か
け
る
の

が
相
当
だ
と
い
う
議
決
に
基
づ
い
て

検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
懲
役

や
、
罰
金
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
会
は
、
以
上
の
よ
う
に

検
察
官
の
仕
事
に
一
般
国
民
の
気
持

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
の
目
的
か
ら
設

け
ら
れ
た
国
の
機
関
で
す
の
で
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
左
記

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
長
岡
市
三
和
三
丁
目
九
番
地
二
八

裁
判
所
構
内
長
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
（
E
O
二
五
八
ー
三
五
－
二
一
四

一
番
）

土
地
立
ぢ
入
膿
に
つ
い
て

　
　
（
市
告
示
第
蕎
、
十
モ
号
）

　
道
路
法
第
六
十
六
条
、
河
川
法
第

八
十
九
条
の
規
定
に
ょ
り
、
つ
ぎ
の

と
お
り
土
地
の
立
ち
入
り
を
行
い
ま

　
六
月
九
日
　
長
岡
自
治
会
館

　
六
月
二
十
二
日
　
柏
崎
市
民
会
館

※
各
会
場
と
も
午
前
九
時
受
付
開
始

受
講
申
請
受
付
期
間
　
五
月
十
日
㈲

か
ら
講
習
日
の
十
日
前
ま
で
（
申
請

書
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に
あ
り

ま
す
）

受
講
申
込
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市

学
校
町
通
一
番
町
　
新
潟
県
総
務
部

消
防
防
災
課
危
険
物
係

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収
入

証
紙
で
納
入
）

庭
野
幽
腿
郎
…
氏
癬
厚
型
躍
醐
目
表
野
彩

　
昭
和
二
十
六
年
以
来
、
民
生
委
員
、

児
童
委
員
を
二
十
九
年
間
も
勤
続
さ

れ
て
き
た
庭
野
六
郎
さ
ん
（
市
内
赤

倉
）
は
、
こ
の
ほ
ど
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
．
こ
れ
は
、
庭
野
さ

ん
が
、
長
年
に
わ
た
り
子
供
会
の
育

成
、
指
導
や
低
所
得
者
の
自
立
・
助

虫歯のないよい子（4月分）

長
の
促
進
な
ど
福
祉
問
題
へ
の
功
績

か
ら
こ
の
授
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
庭
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七

年
、
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

昭
和
五
十
年
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
表
彰
、
昭
和
五
十
一
年
、
十
日
町

市
長
表
彰
も
受
け
て
い
ま
す
．

住　　所 氏　　　　名 保護者

田中町本通り 村　山　　　亮 幹　雄

千代田町 安藤有希子 文　平
上　　川　　町 松　崎　大　輔 勝　治

神　明　町 桑　原　里　美 昌　夫

西本町2 高橋莞豪 博　夫

高山第3 池　田　果　奈 栄　二

北新田　2 佐藤たい子 利　男

北新田3 柏　原　由　佳　　・ 了　永
ニ　　ツ　　屋 俵山ひとみ 準　一

城之古第3 桑　原　幹　生 功

谷内丑第1 桑　原　　　優 かなえ
鼎

谷内丑第1 田　村　理　恵 久　夫

川　治上町 高　橋　郁　美 金　治

中　　　　平

漉　　　　野

尾　身　　さ素し
　　　員目り
田村髪手

隆　一

研　一一

原 韮　沢　　　満 道　行
岩　　　　野 春　日　徳　雄 歳　雄

大黒沢第1 村　山　志　文 久　夫

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
立
ち
入
り
者
　
1
、
十
日
町
市
建

設
部
建
設
課
職
員
　
2
、
測
量
業
者

職
員
及
び
従
事
者

●
立
ち
入
り
の
目
的
　
市
道
の
改
良
、

舗
装
、
災
害
復
旧
●
河
川
の
改
修
、

災
害
復
旧
●
道
路
台
帳
整
備
及
び
流

雪
溝
整
備
に
伴
う
調
査
・
測
量

●
立
ち
入
り
区
域
　
市
内
全
域

●
期
間
　
昭
和
五
十
七
年
五
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
。
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＿一上⊥且並⊥」．、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
　
　
み
具
合
で
、
施
設
の
造
成
に
と
り
か
　
　
に
し
て
地
下
を
駐
車
場
（
舗
装
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る
の
は
早
く
て
も
六
十
年
度
以
降
　
　
あ
る
い
は
雨
天
練
習
場
（
土
の
ま
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
る
。
市
で
は
五
十
八
年
度
～
五
　
　
に
す
る
か
、
現
在
の
体
育
館
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
年
度
で
総
合
体
育
館
の
建
設
を
　
　
に
す
る
か
は
現
在
検
討
中
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
学
校
改
築
を
　
　
体
育
協
会
と
連
携
を
と
り
あ
っ
て
よ

　
五
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
二
時
問
（
十
　
　
　
積
極
的
に
進
め
て
い
る
所
な
の
で
、
　
　
り
よ
い
施
設
に
し
た
い
。
武
道
館
の

七
団
体
三
十
九
人
が
出
席
）
そ
れ
以
外
を
二
時
問
（
四
組
十
二
名
が
参
加
）
　
　
大
規
模
な
運
動
施
設
、
学
校
グ
ラ
ウ
　
　
駐
車
場
も
そ
の
時
舗
装
す
る
が
、
梅

と
設
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
市
民
と
語
る
日
は
、
市
　

ン
ド
の
改
善
は
六
十
年
度
以
降
に
お
　
雨
に
備
え
て
バ
ラ
ス
を
し
く
等
検
討

民
ホ
ー
ル
で
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
、
体
育
施
設
の
拡
充
を
か
わ
き
り
に
　
　
　
願
い
し
た
い
。
し
か
し
、
太
田
島
野
　
　
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
掘
り
起
こ
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
、
具
体
的
な
　
　
　
球
場
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の
中

問
題
に
及
び
ま
し
た
・
こ
こ
葉
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
・
　
　
　
　
で
も
地
区
に
運
動
広
場
を
一
つ
ず
つ
　
　
ジ
ュ
ニ
ァ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
な
く
　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
強
化
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
公
認
　
　
な
っ
た
場
合
は
新
規
に
造
成
し
た
い
。
　
指
導
員
等
の
育
成
、
体
協
と
小
・
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
陸
上
競
技
場
、
太
田
島
野
球
場
に
　
　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
施
設
、
暗
　
　
体
連
の
連
携
強
化
、
ま
た
強
化
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
る
野
球
場
の
造
成
、
権
言
山
の
　
　
渠
排
水
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
検
討
　
　
の
た
め
の
マ
イ
ク
・
バ
ス
利
用
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
盛
り
　
　
し
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
題
も
だ
さ
れ
、
地
元
出
身
の
教
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
育
成
、
徹
底
し
た
教
育
環
境
を
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
総
合
体
育
館
の
建
設
計
画
ま
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
手
強
化
の
た
め
、
早
急
に
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
日
町
に
つ
く
る
へ
き
で
は
な
ど
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
ト
ラ
ッ
ク
が
と
れ
る
競
技
場
を
と
　
　
　
総
合
体
育
館
建
設
の
進
め
方
、
施
　
　
答
で
は
な
く
市
側
と
意
見
交
換
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
要
望
に
対
し
て
諸
里
市
長
は
、
「
総
　
　
設
内
容
は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
問
　
　
さ
れ
、
体
協
か
ら
も
、
小
・
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
公
園
の
な
か
に
計
画
し
て
い
る
が
、
　
に
対
し
て
は
、
　
「
施
設
の
内
容
は
、
　
　
と
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
行
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
都
市
計
画
事
　
　
ま
だ
設
計
が
で
き
て
い
な
い
段
階
で
　
　
た
い
等
の
発
言
も
あ
り
、
有
意
義
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
と
し
て
着
手
し
た
用
地
買
収
の
進
　
　
あ
り
、
構
造
に
つ
い
て
も
、
高
床
式
　
　
二
時
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
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親
腿
Q
鋤
㎜
聾
欝
警
　
　
脚
囎
醗
鎌
鰻
磁
㌫
徹
…

　
　
　
0
体
が
採
・
す
痛
＝
　
　
会
と
ル
に
希
　
＝
　
　
0
　
4
　
　
・
害
沢
　
中
・
　
募
＝
ツ
市
目
賄
・
…

　
　
　
3
民
ル
を
い
ま
大
＝
　
　
習
場
一
矧
を
　
＝
　
　
n
　
●
　
で
障
、
つ
　
を
ン
　
ア
…
…
一
崎
種
が
す
一

　
　
　
鐸
古
償
勲
　
…
備
藤
融
㌧
　
梱
鯉
榊
備
遡
川
㎜
…
瀦
甥
慰

一
　
ダ
　
灘
、

…
…
：
…
…
…
－
－
謙
け
…
迷
［
…
…
…
－
…
雁
轡
渉
協
」
［
…
ー
…
…
…
－
…
…
…
，
織
逃
…
め
…
－
－
鰹
隈
」
新
鮪
端

　
十
日
町
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
は
、

五
月
二
十
七
日
困
午
後
七
時
か
ら
市

公
民
館
第
四
集
会
室
で
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
．
当
日
は
、
六
日
町
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
の
内
山
さ
ん
と
い
う
ベ

テ
ラ
ン
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
あ
り

ま
す
の
で
、
旅
行
す
る
の
が
好
き
な

か
た
、
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
り
た

い
か
た
は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
雲
野
美
智
男
さ
ん
（
B

七
－
九
四
五
六
番
）
ま
で
。

昨年8月、朝日岳山頂にて

〈
グ
ル
ー
プ
紹
介
〉

十
日
町
お
だ
ま
き
山
の
会

会結成2年目を迎え、現在会員15名で、安く、
楽しく、安全な山登りをめざして活動中です。

山行は月／～2回で、パイキングから冬山ま
でのオールラウンドの山登りと生涯登山が目不慕

6月には上高地散策、岩管山竹の子取り、7
月は尾瀬、妙高山等を計画しています。これか
ら山登りをはじめようと思っている人はぜひと
もどうぞ。

〔例会〕毎月第／・3火曜日夜7時半から十日
町公民館で
〔申込み・問い合わせ〕小黒沢宮沢健二さん（猛

8　2965番）へ。

〈
グ
ル
ー
プ
紹
介
〉

新
座
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ

7年目を迎えた早朝ジョギングが5月1日から始
まっています。

数十人の人が各地域から集まり、仲間をたいせつ
にし、記録や順位などは気にせずに秋が深まるまで
続けられます。

新座だけでなく十日町全体への広がりを願ってい
ますので、ぜび参加ください。

〔朝〕新座公民館グラウンドで毎日。午前5時55分

～6時30分
〔夜〕東小学校グラウンドで火曜日と金曜日。午後

7時30分～8時30分（雨天中止）
〔問い合わせ〕新座／大久保善雄さん（E7　8638
番）まで。
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鞭綜薄叢コ毫欝磯鰐タサア）へ

　　青少輝翻縫1ノ

　　　　　　　　　響　　　　　　蓑　　　　麟　　難饗

●青少年を4名

●市が1人あたり30
　万円を補助

　　　　　　　　　籍蓬湖
　　奏3嵩　≡　一．　背後はア叛プス

資糟　　　　　　　　　　《目的》

螺繊鞠融恥　　姉嫌都薪葺締とよ螺い継結ぶため
薮辮4肩墨βの間に盤　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　に、市の将来を担類青少年から直接葺モ布の
まれた市内荏住の青少年
男女。，・　　　　，　　　　　産業・文化などを冤闘してもらい・交流の輪

・●身体強健で、行動力に蜜み　　を艦げるこおにより・姉妹都市の実をあげ

国際交流を果たすにふさわし　　ることを目的とします・

い人格とでナーを備えた《　　　　　　　《派i遣内容》

鞭込み締切繍　＄潟2韻㈹　　　　、　縫漣懸市懸の．5泊6βは、一般の家

串込み方法　　　　　　　　　　　　　　　庭に滞i荏するホニムステ穎方式で

下認の書類を市役所総務諜に提繊　　　　すも

⑪串込書1総務諜企爾広報係にあ　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　1鋤灘鍵拳窮のほ力篭、　襲ウノ　（イタ饗
　褄ます）
②圃意書｛勤務先、修学先の代表煮　　　・ア〉の撹察砺修も実施します・

　のもの。ただじ宋成人巻は保護者の　　　　《派遣人黄》

　ものも必要）　　　　　　　　　　　　　　　選考された青少隼4名

③作文（4◎0字諾原稿嗣紙β～5枚〉　　　　1　
『
《
派
遣
者 への補助》

　●姉妹都甫交流が果す役割8　　　　　　1　　・派遺にかかる国内旅費、

　○コモ市で学びたいこ老　　　　　　　　　　　国外旅驚宿泊費．食事費

・蝿齢鰍醐膿幽難赫　　等の総経費繍万幽う
籔驚、膿熱欝身礁辮　ち嚇た竣細㈱
　　働第2次一面接（5／22を予定）　　　　　　　を辮が補助する予定で

選考はr選彰委員会」を設置し、委員を委嘱選　　　す・

考し藻す。

奮格発表　第1次、第2次試験とも合否は本人に　　薔　一　　・

通知します。　　　　　　　　，　　　　、　　　　　　ワ・　　温　　7，器

研修　6～8月に打ち合わせやイタリア語等の研　　　　　　　器　・・

修を実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ　　　．，閨誌

第
3
回
カ
ラ
ー
「
雪
の
＋
日
町
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

　
市
観
光
協
会
が
募
集
し
て
い
た

「
第
三
回
カ
ラ
i
雪
の
十
日
町
・
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
、
こ
の

ほ
ど
行
わ
れ
、
山
本
貴
一
さ
ん
（
中

条
中
町
）
の
作
品
が
推
薦
に
な
っ
た

の
を
は
じ
め
、
特
選
三
点
、
入
選
十

点
、
努
力
賞
三
十
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
．
応
募
点
数
は
四
百
七
十
二
点

（
昨
年
は
五
百
八
十
四
点
）
で
し
た
。

審
査
員
の
中
俣
正
義
さ
ん
（
日
本

写
真
協
会
員
）
は
」
　
「
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
寄
せ
る
出
品
者
の
意
欲
が
み

な
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
に
好
感
を
も
て

た
。
し
か
し
、
雪
国
十
日
町
の
風
景
、

風
俗
、
く
ら
し
等
を
撮
っ
た
も
の
が

少
な
く
今
後
は
そ
う
し
た
題
材
に
も

広
く
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
講
評
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

特推
選薦

入
選

山
本
貴
一
（
中
条
中
町
）

関
口
芳
文
（
本
町
六
i
三
）

　
　
　
　
り

小
坂
幸
平
（
稲
荷
町
西
）

大
湊
　
正
（
加
茂
市
）
．

宮
沢
健
二
（
小
黒
沢
）

　
　
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）

　
　
春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）

　
　
庭
野
正
夫
（
田
川
町
一
）

　
　
高
橋
亮
三
（
長
岡
市
）

　
　
外
石
富
男
（
加
茂
市
）

　
　
平
沢
正
光
（
長
岡
市
）

　
　
原
田
芳
和
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）

　
　
野
本
嘉
根
生
（
須
坂
市
）

　
　
林
重
増
（
松
本
市
）

　
こ
の
ほ
か
、
努
力
賞
と
し
て
三
十

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

推
薦
・
山
本
貴
一
さ
ん
の
作
品

く
「
力
ー
ニ
バ
ル
大
フ
ィ
ナ
ー
レ
」

一市展ポスター募集！／＿
　第15回市美術展は、10月9日～11日に行うことに
なりましたが、市公民館では今年度グ）市展ポスター

を次のとおり募集いたします。どうぞふる一・てご応
募ください。

1、内　容　市展ポスターにふさわしいもの
　（1）大きさ　B3判（大洋紙の1／4、約39cm×54cm）

　（2）色　　　地色を含め3色以内
　（3）使用文字　　「第15回」　「市展」

2。締切日　6月30日（水）

3・宛　先　十日町市公民館市展係

　　　　　（〒948十日町市学校町盈7－5011番）

4・審　査　第15回市展運営委員
5・賞金・発表　入選1点賞金10，000円

　　　　　　　佳作数点賞品
　　　　　　　入選作品はr第15回市展ポスター」
　　　　　　　として印刷し、市内に掲示します。

6．その他
　（1）原画の一部を修正することもあります．

　（2）応募作品は返却しません。

　（3）応募作品の版権は十目町市公民館に帰属しま

　　す。

“地域の子らをた．くま駄く、

◆
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
総
会
◆

　
総
●
期
日
　
五
月
二
十
一
日
囲

　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
●
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
　
…
総
会
終
了
後
…

◆
講
演
◆

永
杉
喜
輔
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

　
青
少
年
問
題
は
、
今
や
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
十
日
町
市
も
一
昨
年
十
二
月
市
内
に
お
け

る
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
、
団
体
、
指
導
者
、
育
成
者
等

が
連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
て
の
地
域
活
動

を
総
合
的
に
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
青
少
年
育
成
十

日
町
市
民
会
議
を
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
設
立

い
た
し
ま
し
た
．
活
動
も
漸
く
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し

た
が
本
年
度
も
、
活
動
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
総
会
に
は
多
く

の
か
た
の
ご
参
集
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

一丁糟目　 ・囎麟ii ll’『「一
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～
四
十
五
歳
・
国
保
加
入
者
に
～

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加
入

の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
四
十
五
歳
の
人

を
対
象
に
「
一
日
人
間
ド
ッ
ク
」
を

実
施
し
ま
す
。
日
頃
、
総
合
的
な
健

診
の
機
会
が
少
な
い
人
は
、
是
非
、

こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
間
ド
ッ
ク
は
、
脳
卒
中
、
糖
尿

病
・
心
疾
患
・
肝
炎
な
ど
を
軽
度
の

髪
／／／’

う
ち
に
発
見
し
、
成
人
病
の
予
防
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
H
国
保
の
加
入
者
で
昭
和

十
二
年
四
月
二
日
～
昭
和
十
三
年
四

月
一
日
に
生
ま
れ
た
人
。
口
十
日
町

市
の
国
保
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
。

申
請
期
間
　
五
月
十
日
～
二
十
三
日

ま
で
。

実
施
予
定
時
期
　
七
月
上
旬
～
中
旬

検
診
費
用
と
自
己
負
担
額

　
男
性
…
二
万
五
千
円
（
自
己
負
担

　
　
　
　
額
は
七
千
五
百
円
）

　
婦
人
…
二
万
七
千
円
（
自
己
負
担

　
　
　
　
額
は
八
千
百
円
）

実
施
医
療
機
関
　
新
潟
県
健
康
管
理

協
会
（
新
潟
市
）

　
な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
と
申
請

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

　
　
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
通
知
の
い
か
な
い
人
で
会
社
な

　
ど
で
受
診
し
な
い
人
も
も
よ
り
の

※
　
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
人
、
個

※

　
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
三
十
五
歳
以
上
の
人
は
血
圧
測

定
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を

　
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
名

対
象
地
区

午
前
10
時

～
午
前
n
時

塩
野
冬
季
分
校

塩
　
野

午
後
1
時

～
午
後
2
時

願
入
冬
季
分
校

願
　
入

5
月
27
日
困

午
前
10
時

～
午
前
H
時

池
谷
分
校

池
谷
、
入
山

の
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
期
問
中
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
七
）
へ
。

昨
年
の
健
診
状
況

　
昨
年
は
百
十
六
名
（
男
五
十
四
・

女
六
十
二
名
）
の
皆
さ
ん
が
受
診
し

ま
し
た
．
そ
の
結
果
、
特
に
血
糖
値

の
高
い
人
、
高
血
圧
傾
向
の
人
、
高

脂
血
症
の
疑
い
の
あ
る
人
、
肝
機
能

に
異
常
の
あ
る
人
な
ど
が
六
十
％
以

上
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
受
診
者
数
　
百
十
六
名

　
異
常
あ
り
（
軽
度
の
人
も
含
む
）

　
　
　
七
十
名
（
六
十
％
）

　
異
常
な
し
四
十
六
名
（
四
十
％
）

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
二
日
困
　
午
前
九
時
～

グー1しヲレ

　　わ！＿り

　　　　　　　別耐婚

t
う
す
ぐ

ゴ
迄
マ
＞

ウ
イ
ー
外
．
．

懸
q
・

澱
　
　
a
8

　
　
5

う
』
，
・

そ
う
ぜ
嚇

　
。
バ
。
へ

ピ
こ
が
k
蓮
ぴ

に
行
言
炉

　
　
／

　
　
　
　
む

　
　
、
（
3
・

　
　
　
　
　
　
　
　
し
へ

　
　

　
　
の
●

う
巾
渉

百
聖
傷
N
、

ー
　
や
　
、
、

　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
＼

お
ま
の
連
休
ざ
。

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
も

し七外し．＿．

急き居フ匙∂・こうなっ↑ミ

レ賦、偽．レ♂贈。

　
　
　
　
　
q
さ

　
　
　
　
匙
マ

條
、
・
ち
φ
砂
，
ず

今
日
②
畠
日

睾
、
蔓
ー
黛
、

く
咲
工
曳
f
Q

　
　
　
龍
憲
融
、

ぐ
マ
セ
　
“
鼠

，
ー
　
　
・
て

　
　
”
0
　
　
　
　
　
　
　
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ

　
　
　
　
　
ザ

　
約
束
だ
穿
ご

午
後
一
時
　
新
水
の
一
部
、
蕨
平
、

上
田
原
、
三
ツ
山
　
▼
五
月
十
八
日

閃
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
小
泉

第
三
の
一
部
　
　
▼
五
月
二
十
五
日
…
閃

午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
土
市
第
五
、

幸
町
、
姿
　
▼
六
月
四
日
樹
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
　
本
町
六
丁
目
一

七
丁
目
一
の
各
一
部

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
川
治
小
六
年
生
　
四
千
八
百
七

十
円
　
▼
福
屋
駅
通
り
店
、
市
役
所

前
店
お
客
一
同
　
十
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十
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十
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田
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一
万
円
　
▼
農
場
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ニ
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百
円
　
▼
老
人
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ラ
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会
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千
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二
十
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▼
馬

場
あ
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ぼ
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ク
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三
干
円
　
▼

軍
恩
婦
人
部
　
千
百
円
　
▼
田
村
キ

ふるさとの旬の料理⑭

山菜と身欠鯨の味噌煮
　　　　　　　調理法
材料（5人分）①切干大根はぬるま湯で15分位戻
切干大根…809　して食べよい長さに切っておく・
う　ど．◎甲3009　わらびは前夜塩出ししてザルに
わらび魯孕1009　上げ・大根と同じ位の長さに切
人　参一1009　　る。
身欠練一2009②うどは短冊切りにして水にはな
だし汁・，…．C3　しアク抜きし・人参は乱切・身

味・曾…・5・9欠錬は熱湯で油抜きして3cm位
　　　　　　　　に切って置く。．
③材料を全部出し汁で煮、切干大根が軟かくなった
　ら味噌を入れて一煮立する。

郷土食
新身欠鯨が出廻り、山菜が出る頃につくります。最
近は山菜の貯蔵法が発達し塩蔵、冷蔵等それぞれに
適した貯蔵法を利用して、冬、野菜の少ない時にもつ
くる事が出来る様になりました。砂糖を使用しない
で切干大根の甘味と味噌味で・しかも身欠鯨を使っ
たこんな献立もおすすめしたい料理です。

わらび飯
　　　　　　　調理法
禁料．燃2蕎①蓉磁τ畿ヒ切黎髪
わらび。．．1509　サラダオイルを少々・酒・塩で
酒………大1，5　妙2煮してかρ）・炊きたての熱
塩＿＿＿＿小1　い御飯にまぜ合わせる・
サラダ油…小2※このままでもよいが・三角おにぎ
　　　　　　　　りにして、上にしその実の味噌
　漬か大根の味噌漬をみじん切にしたものをのせる
　と山菜おにぎりになる。

郷土食
春、わび）びの盛りの時作るのが一番美味しいですが
（塩漬の場合は塩出しして〉平日σ）時作ると又珍し
く喜ばれます．　　　（郷上料理研究会　いろり会〉
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円
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▼
田
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町
三
婦
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二
千
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羽
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▼
大
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敬
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（
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町
）
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二
十
枚
　
▼
羽
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利
用
者
一
同

募
金
箱
　
三
千
二
百
八
十
三
円

　
交
通
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児
へ

　
▼
十
日
町
オ
i
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
、
越
路
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ

ブ
　
ニ
万
八
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
』
』
壕
岱

渉
ヒ
が
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〇
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
は
、
県

下
で
最
悪
の
飲
酒
運
転
地
帯
で
す
。

四
日
に
行
わ
れ
た
飲
酒
運
転
の
一
斉

取
り
締
ま
り
で
は
十
人
も
検
挙
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
未
成
年
者

も
含
ま
れ
、
な
お
か
つ
、
勉
学
の
身

に
あ
る
者
も
い
た
と
い
い
ま
す
。
取

り
締
ま
り
の
警
察
官
が
「
十
日
町
の

酒
に
は
、
飲
む
と
運
転
し
た
く
な
る

薬
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
ボ
ヤ
い
て
い
た
と
か
。
同
じ
一
番

で
も
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
は
い
ら
な
い
。

■市勢／世帯数12，063／推計人ロ…48，940人（男23，946人・女24，994人）※基本台帳人ロ49，494人（4月1日現在）

、




